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研究成果の概要： 

さまざまな職場に勤務する薬剤師が、一定水準以上の倫理的な判断ができるよう、薬剤師向
けケース･アプローチの構築を目指してきた。本研究において、臨床に勤務する薬剤師や薬学生
が、いつ出遭うともわからない具体的かつリアリティに富んだケースを 15 例作成すると共に、
「５分割表」という倫理検討シートを開発して、薬剤師・薬学生に対する職業倫理を試行した。
これらの成果は『薬剤師のモラルディレンマ』として書籍化、近刊の予定である。さらに、自
らが正しいと判断したことを、他者に齟齬なく伝えられるだけのコミュニケーション力を養成
するために、『薬剤師の倫理・コミュニケーション（仮題）』が発刊の見通しである。本書は、
患者と薬剤師、医師と薬剤師のやり取りを描いたシナリオをベースとしており、どんな職場の
薬剤師であっても周囲の仲間とすぐに取り組めるようなスタイルで執筆している。これらの書
籍や薬業界における倫理・コミュニケーション教育のツールとして活用されるものと期待され
る。 
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 直接経費 間接経費 合 計 

２００６年度 900,000 0 900,000 

２００７年度 1,100,000 0 1,100,000 

２００８年度 1,400,000 420,000 1,820,000 
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  年度    

総 計 3,400,000 420,000 1,820,000 

 

 

研究分野：薬学、人文学、人間学、倫理学 

科研費の分科・細目：境界医学、医療社会学 

キーワード：倫理、コミュニケーション、薬学、教育、モラルディレンマ、プロフェッショナ
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１．研究開始当初の背景 

(1) 薬学教育年限延長に伴い、倫理・コミュ
ニケーションの重要性が指摘されている一
方、倫理が必ずしもコミュニケーションと併
せて考えられてはおらず、薬剤師が図るコミ
ュニケーションの根底に倫理観が息づいて
いるという状況になかった。 

(2) 薬剤師の倫理に関する研究が乏しく、有

効な教育手法も見い出されていないことか
ら、現場の薬剤師の倫理的感性は野放しの状
態である。しかし、生命関連性の極めて高い
医薬品をもって国民を支援する薬剤師の言
葉や態度は、国民の健康に多大な影響力をも
つことから、薬剤師の倫理観に基づくコミュ
ニケーション力の資質向上が急務であると
思われた。 
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(3) そこで、薬剤師の対人援助における倫理
的な態度・姿勢を、人間学・ケア論などから、
わかりやすく導くと同時に、他医療職種の教
育事例を参考にするなどして、薬学における
倫理・コミュニケーションのあり方を探求し、
医薬品供給の先に患者の生命を考えられる
薬剤師の養成を目指して、実務教育に反映さ
せたいと考えた。 

 

２．研究の目的 

(1) 薬剤師の業務を網羅する倫理領域（医療
倫理、環境倫理、経営倫理など）から、薬剤
師がモラルディレンマを解決できるような
教育手法を導き出す。 

(2) 薬学生及び薬剤師の教育・研修のための
倫理・コミュニケーションのトレーニング書
を刊行する。 

(3) これらのツールを用いた薬剤師の職業倫
理教育を展開する。 

  

３．研究の方法 

(1) 薬剤師に対する調査を実施して、倫理教
育の現状を把握するとともに、薬剤師の職業
に対する職業意識を分析して、薬剤師のプロ
フェッショナリズムと求められる倫理教育
の範疇を明確化した。  

(2) 薬剤師の倫理的・法的・制度的問題を洗
い出すため、海外の倫理教育を視察したり、
研究会等に参加するなどして、専門分野にお
ける資料を収集し、倫理学者との対話を繰り
返して、薬剤師が現場で直面するモラルディ
レンマの検討を進めた。 

(3) 倫理についてケースを、コミュニケーシ
ョンについてシナリオを執筆し、これを用い
て薬学部授業や薬剤師の研修で試行した。こ
れらは、いずれも書籍として近刊の予定であ
る。 

 

４．研究成果 

(1) 倫理とコミュニケーションの関係性の模
索 

薬剤師が直面する課題について、倫理学者
や社会学者から専門知識の提供を受け、理論
を深めた。欧米で医療従事者を対象に展開さ
れている医療人文学教育プログラム
（Medical Humanities Education 

Program）に着目し、国際シンポジウム（ア
メリカ、Drew University）に参加して、本
プログラムが臨床の現場で医療従事者を対
象として、どのように実践されているか等の
視察を行なった。医療科学研究所の医療経済
研究会に継続出席し、現在の医療制度の認識
を深めた。韓国、インド、イギリスの薬剤師
倫理規定を入手し、翻訳に取り組んで、諸外
国の職務規範から薬剤師に求められる倫理
規範を検討した。医療倫理や臨床倫理といっ
た医学教育関連の研修会や、多職種参加のワ

ークショップに積極的に参加して臨床倫理
の諸問題を解決するトレーニングを積み、薬
剤師の倫理・コミュニケーション教育を模索
した。 

(2) 職業に関する意識調査 

薬剤師及び薬学生、看護学生の職業意識な
らびに倫理教育の受講現況を把握するため
に、各種薬学会の会場や薬科大学・看護大学
で薬剤師・学生の職業意識に関する調査を行
った。社会学的手法（量的）を用いて分析し、
薬剤師の倫理観とプロフェッショナリズム
の関係を明確化し、調査結果はさまざまな学
会の場を通じて公表してきた。 

・調査期間：2007 年９月～08 年 12 月 

・調査対象：日本社会薬学会、日本医療薬学
会、日本薬学会の会員、薬学生、看護学生 

人文学系科目受講の有無ついて尋ねたと
ころ、受けたことがあると答えた人は 55％で
あり、受けたことが無いと答えた人は 34％で
あり、中でも心理学の受講が圧倒的多数であ

った。 

職業アスピレーションに関して、薬剤師は
「自分の能力を発揮できることや興味のあ
る仕事であること」を重視し、「患者・顧客
と直に接せられること」や「仕事内容が楽な
こと」は重視していない傾向にある。薬学生
は「収入が多い」「仕事内容が楽」を重視し
ており、看護学生は「患者・顧客と直に接せ
られること」や「教育内容が充実しているこ
と」を重視していることがわかった。 

(3) 薬剤師の倫理観向上のための取り組み 

医学教育を担当している医師とのシンポ
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ジウムや合同勉強会、各種学会でワークショ
ップを企画・開催するなどして、医師やコ・
メディカル、患者とのディスカッションを通
じて、薬剤師の取り組み易い倫理教育方法を
考究した。薬剤師の倫理観およびコミュニケ
ーション力を高めるための教育法の必要性
を感じ、現場で遭遇しうるモラルディレンマ
を含むケースを 15 例作成して、社会学、人
間学、人類学などの人文学的アプローチから
論じた。これらは主に実務者の購読する雑誌
『薬局』（南山堂、2008 年１月号-2009 年６
月号）へすでに先行的に公表してきたが、本
連載は大きな反響を呼び、いくつかの薬学部
の授業ですでに教材として採用されている。 

さらに、ケース検討法の新たなツールとし
て５分割表を開発し、理論化を試みた。以上
のような内容を、理論編とケース検討編から
成る『薬剤師のモラルディレンマ』にまとめ、
まもなく刊行予定である。『薬剤師のモラル
ディレンマ』は、いま求められている薬剤師
の倫理教育プログラムを具体的に提示する
ものと期待されている。 

これらの教育手法を日本社会薬学会のワ
ークショップにおいて、薬学部教員や臨床で
活躍する薬剤師を対象に行い、薬剤師の倫理
教育に関する問題を日本医療薬学会や日本
薬学会の大会シンポジウムで提起した。最終
的には、薬学雑誌に論文を投稿して、査読を
経て掲載された。 

 

(4) 薬剤師のコミュニケーション力養成のた
めの取り組み 

自らが正しいと判断したことを、他者に齟
齬なく伝えられるために、また人と人との関
係性をよりよく構築するために、倫理観に基
づいたコミュニケーション力を養成する必
要がある。 

患者と薬剤師、医師と薬剤師のやり取りを
描いたシナリオを多数掲載した『薬剤師の倫
理・コミュニケーション（仮題）』が発刊の
見通しである。本書は、トレーニング形式で
執筆しており、どんな職場の薬剤師であって
も周囲の仲間とすぐに取り組める。 

さらに、新潟病院に訪問してから、他者との
関係性から構築する QOL 概念とコミュニケ
ーションについて、引き続きの研究を進める。
以上、薬剤師の倫理観に基づくコミュニケー
ション教育の実践的学習プログラムを提示
した。 

 

※研究成果を下記国際学会等で発表した。 

第 66 回国際薬学連合(FIP)学会 

第 67 回国際薬学連合(FIP)学会 

第 68 回国際薬学連合(FIP)学会 

第 21 回アジア薬剤師会連合学術大会(FAPA) 

など 
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